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秋由県におけるホウキギ(とんぶり)の害虫相とその被害

糸山 享*・新山徳光学

Insect Fauna Associated with Kochiαscopαnαin Akita Prefecture 

Kyo ITOYAMAネ andTokumitsu NIIYAMA苓

秋田県六館市上ヒ!勾の特践物であるホウキギ(とんぶり)の栽培では，答虫の発生が問題

となっているが，発生1る害虫の種類や発生時Jl:Jl，被害程度の詳細は明らかになっていな
い.栽倍期聞をi重して行った害虫の発生実態調査から，最も重要な答虫がツツミノガ類で
あり，収穫が近づく 9月に発生し始めることが明らかとなった.本種は収穫物に混入して
誠整作業の労力を地やす恐れがあり，防|徐方法確立の必要性が示唆された.

Key words: Akita prefecture， Coleophorαsp.， inJury， Kochiαscopαnα 

秋悶県大館市比内の特産物である「とんぶりjは，ア 諮査方法

カザ、科の 1年性主主本植物であるホウキギ (Kochiα 調査は秋田県大館市比内の現地闘場において行った.

scopαnα)の種子を加工した食品で、ある.古くから独特 周辺環境の影響を考慮して，調査関場には段丘間j二の11!1

の光沢と食感で人気があり， 11111のキャビア」ともH手ば 地 ([u出場A)と水回転換畑(臨場B)の2ヶ所を選定し

れ，郷土1i'[1lJ1の食材として珍重されている.また，ホウ た.鵡資期間は定植直後から収穫期までとし，調査日は

キギは生育が旺盛であり， '#Jt清作業には軽作業が多く高 Jg 2 [m，第3半匂と第6半匂に設けた.定植から 8凡3
齢者等の労働にも適していること，収益性が高いことか 半勾までの調査では，各劉i誌の対角線上の 3点において，

ら，当該地域では生産振興が図られてきた(1， 2). :iili続する10株に寄生する害虫の種類と{自体数を記録した.

しかし，多くの場合，栽士吉岡場が集約されて岳地化が 8月6半旬から収穫期までの誠査では，ホウキギの株が

進むと，害虫の発生が問題となる.岩手県における調査 繁茂して倒場内に立ち入ることが悶難となったため，各

では 6種の害虫が確認さており，特に鱗趨[=1昆虫の加害 国場の対角の 2点から:iili続する20株の片面，計10i朱相当

が多いことが報告された(3 ).秋田県におけるホウキ について，寄生する害虫の符miと侭体数を記録した.
ギの害虫としては，定植直後に茎葉を切断するネキリム

シ類の被害が知Iられていたが， ;段階l郎簡を通した~虫の 結果

発生実態は明らかになっていないト‘研究では，ホウキ 各i磁場において発生を確認した害虫を，第 l表([蕗場
ギに発生する害虫の種獄，発生時期，被害総度について A)および第 2表(闘場B)に示した.劉湯Aで確認さ

栽培期間を通した現地調査を実施し，問題となる答虫を れた答虫は 4目w種で，翻l易ちの 4目11種よりも多かっ
選定して防|徐対策を確立するための基礎的知見を得るこ た. しかし，発生種の構成には闘場隈で、火きな差異は認

とを日的とする. められなかった.発生が多かった害虫ならびにその被害

本研究の笑施にあたり， JAあきた北の高橋捜氏なら は以下の通りであった.

びに北秋田地域J辰興局農林部のヒ回賢悦氏には，調査脳 1.アブラムシ類

場の選定等のご協力を頂いた また，農業試験場の進藤 両国場において，定櫛直後から黒色の有遡虫が散見さ

主主吾氏には，調査に多大なるご協力を頂いた.この場を れた. 7月3半匂の調査では数値のコロニーが確認され

{昔りて厚く御礼与を申しヒげる. たが，生育後期には姿を消した.種名は未確認である.

今回の調査では，アブラムシ類の答生による被害は確認

されなかった.

マ火田県農林水産技術センター 農業試験場 Agricultural Experiment Station， Akita Prefectural Agriculture， 

Forestry and Fisheries Research Center， Aikawa， Yuwa， Akita， 010-1231 Japan 

-hυ 
ハ叫

υ



ホウキギ園場A (Jj受託面上の熔)における害虫相第 1表
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主主) 1.値は10株あたりの虫数.

2. 8/12までは圃場内 3点の平均値， 8/30以降は闘場内2点の平均値.
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ホウキギ悶場B(水田転換畑)における害虫栂第2表
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注) 1.値は10株あたりの虫数.

2. 8/12までは圏場内 3点の平均値， 8/30以降は臨場内 2点の平均値.
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3.テンサイカスミカメ COrthotylusflαvospαrsus) 

定植直後から継続して発生が見られたが 8月以降に

個体数が急激に増加した.多発した株では葉にかすり状

の食害痕が見られたが，大きな被害はないと考えられた.

しかし，個体数の急増販がホウキギの開花から結実の期

一196

2. カメノコ1¥ムシ (Cαssidanebulosa) 

定植痘後から圃場に飛来し，ホウキギの葉土には多数

の卵塊が確認された.成虫ならびに僻化した幼虫が葉裏

から表皮を残して食害し，寄生数の多い株では被害に起

因すると思われる生脊の遅延が見られた.



第 1図 ホウキギに寄生するツツミノガ類

聞と一致しており，種子への吸汁加害から減収や品質低 として報告されたものであった(4).半麹目昆虫，鱗

下を引き起こす可能性も示唆された.また，テンサイカ 麹目昆虫を中心に多くの害虫が確認されたが，この中で

スミカメ以外にも，数穫のカスミカメムシ類の発生が認 最も被害が重大と考えられたのはツツミノガ類であった.

められた 本種は収穫物に混入するため，現地では調整時にピンセッ

4 シロオビノメイガ (Hymeniαrecurvαlis) 卜を用いた除去作業が必要となる場合があり，労力や作

飛来した成虫は 8月第 3半旬から認められ，その後に 業時聞を増大させている.現在，ホウキギのツツミノガ

幼虫が中位葉を綴る被害が認められた.圃場Aでは 8月 類に登録された農薬は無いが，鱗麹目見虫であるため

中旬に BT剤の散布が行われ， 9月以降の調査では死 BT斉11で防除できる可能性がある.今後は BT斉11の効果
亡した幼虫が多く確認された を確認し，さらに詳細な発生実態を調査して防除適期を

5.ツツミノガ類 (Coleophorasp.) 明らかにする必要がある.

蓑の長さが 7mm程度の小型のミノガである(第 l図).

収穫期が近づく 9月以降に，両圃場において花房付近へ 引用文献

の寄生が確認された 種名は未確認であり，新種の可能 1)秋田県農政部農業技術開発課(1996)中山間地域を

性も含めて調査中である.本種による食害の程度は不明 活かす特産物つ、くりの技術と事例:74-76. 

であるが，現地における聞き取りでは，収穫物への混入 2)吉川|朝美(1989)野菜園芸大百科14(農文協編)， 

が問題であると報告された. 農山漁村文化協会，東京:257-261. 

3 )榊原充隆 ・高篠賢二 (2003)北日本病虫研報 54・

考察 157-159. 

本研究によって，栽培期間を通したホウキギ害虫の発 4)梅谷献二 ・岡田利承 (2003)日本農業害虫大事典，

生実態が明らかとなった.ホウキギはアカザ科であり， 全国農村教育協会，東京:1，023pp. 

発生する害虫種の多くはホウレンソウやテンサイの害虫 (2006年3月31日受理)
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